
授 業 改 善 を め ざ し て

－教養外国語教育研究

部会報告

苅 部 恒 徳

本 ワ ー ク シ ョ ッ プの 場 で ､ 関係者以外にはあまり知

られて い なか っ た ｢ 教養外国語教育研究部会+ を紹介

し､ こ れま で の活動報告をする機会を与えられました

こ とに感謝申 し上 げます｡

まず ､ 組織の概要に つ い て お話 し致します ｡ 本研究

部会は平成 7 年 9 月 1 日 に発足致 しま した｡ 当時､ 外

国語系列 ワ
ー

キ ン グ ･ グ ル
ー

プ会議におい て ､ 授業改

善をめ ざす全外国語担当教員による研究会を設け て は

どうかとの議論が起 こり ､ 実現に向けて規約作りが行

わ れ､ ｢ 教養外国語教育研究部会+ の 名称で設置され

たもの です｡ そ の 規約 ( ｢ 大学教育研究年報+ 第2 号

(1 99 6 年) ､ 2 9 0-9 1 貢掲載) によりますと ､ ｢ 大学教育

開発研究セ ソ タ
-

の もとに位置づ けられる組織と し､

教養教育と して 開設されて い る各外国語科目の ､ 特 に

授業における教育改善に資する諸活動を行うこ とを目

的と し､ 研究発表会､ 講演会､ 報告会などを年に数回

開き ､ 専任教員 ･ 非常勤講師の 別なく全て の 教養外国

語担当者を会員対象者とする+ こ とにな っ て い ます｡

外国語系列ワ
ー キ ン グ ･ グ ル ー プ が ､ 大学教育開発研

究セ ソ タ
-

の 教養教育実施部門の 機関であるの に対し､

｢ 教養外国語教育研究部会+ は ､ 同 セ ソ タ - の 研究開

発部門に属す べ き性格の もの で あります｡ 大学教育の

改善には こう した 二 つ の機関が車の 両輪とな っ て 活動

して こ そ ､ そ の 実が上 がるもの と考えられます｡

次に これまで の 活動状況を報告致 します ｡ 第 1 回 の

研究発表会が平成 7 年1 1 月15 日 ( 水) に開かれ､ 発表

者は人文学部 ロ シ ア語教員の ア レ ク サ ン ド ル ･ プ ラ
-

ソ ル 氏 で ､ 演題は ｢ 外国語教育の 目的と実践一 口 シ ア

と日本で の 経験から+ で した ( 同年報､ 2 9 1 頁参照) ｡

日本と教育シ ス テ ム の 違う ロ シ ア の 極東大学等で行わ

れて い る外国語教育は専門教育が中心 で ､ 各外国語の

専門職 ､ 例えば教員 ･ 研究者 ･ 外交官
･ 通訳

･

翻訳者

等を めざす人の養成機関的性格を持ち､ 5 年間
一

貫 し

て集中的 ･ 実践的な教育が行われ ､ 日本 の大学に見ら

れる教養教育的な面が少ない など､ 非常に興味深い 紹

介が行われま した ｡ 研究発表会終了後 ､ ワイ ン パ
ー

テ ィ

に移り､ そ こ で もさらに発表者を囲んで ､ ソ連崩壊後

の ロ シ ア の状況に つ い て話 し合うなど､ こう い う研究

会が ､ 我 々 の知識 と認識を深め てくれる有意義な意見

交換の 場で ある ことも確認されま した｡

第 2 回 目は視察報告会と して平成 7 年12 月12 日 (火)

に行われま した ｡ こ の 年 の 11 月15 ､ 1 6 の 両 日人文学部

英語教員の 福田
一

雄 ･ 佐 々 木充の 両氏が英語教育の先

進大学と し て有名な慶鷹義塾大学湘南藤沢キ ャ ン パ ス

と亜細亜大学の 英語授業を視察して きた 報告で した

( 同年報 ､ 50-5 4 頁参照) ｡ 慶鷹義塾大学で は自己表現

と コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ の 育成と い う理念の もとに英語

教育が位置づけられて おり､ 授業も学生が 中心 とな っ

て 興味の あるテ
ー マ をリサ ー チ して 纏めた もの を発表

し､ 教員は ア ドヴ ァ イ ザ
-

の 役割に徹 して い ると いう ｡

従 っ て授業も自己紹介 ･ 他人紹介 ､ プ レ ゼ ソ テ ー

シ ョ

ソ とデ ィ ス カ ッ シ ョ ソ ､ デ ィ ベ ー トの 3 段階か ら構成

されて い る の が特徴的で あるという｡ 両氏が ヴ ィ デオ

撮影 してきたプ レ ゼ ソ テ
ー

シ ョ ソ の 授業風景は我 々 の

想像を越えて斬新 なもの で した ｡ 学生が O H P を使 っ

て ､ そ の 界隈の ラ
ー

メ ソ 星を紹介するという極めて卑近

なテ
ー

マ を扱 っ た授業で は ､ 学生 の英語の 誤りを教員

が 一 々 直さ な い と い う両氏の コ メ ソ トと共に学生 の 自

主性を尊重する教育に我 々 は新鮮な驚きを感 じま した ｡

一

方､ 亜 細亜大学は ア メ リカ留学プ ロ グ ラ ム を英語

教育の 最大の特徴に し て い る大学 です｡ 2 年生を 5 カ

月間 ア メ リ カ の提携先の 州立大学に送り ､ ア メ リ カ人

学生と同室で生活させ ､ 17 単位を卒業要件単位に振り
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替える制度だとい う｡ こ の 留学に合わせて
一 年生には

フ レ ッ シ ュ マ ソ ･ イ ソ グリ ッ シ ュ の プ ロ グラ ム があり ､

月曜から金曜まで 毎日ネイ テ ィ ブ教員を中心 と した ､

大学が作成 した コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ の 同
一

教科書を使

用 した授業が組まれて い ると い う｡ 両氏が見学 しヴ ィ

デオ撮影 してきた授業で は､ ア メ リ カ の家族生活の ヴ ィ

デオを見た あと ､ 学生が グ ル
ー プ に分かれ ､ それぞ れ

を
一

家族と見立 て て紹介 しあうもの で ､ と っ さ に適当

な表現を見 つ ける必要の ある学生にと っ ても ス リリ ソ

グな楽し い授業に見えま した ｡

( 第 3 回 ､ 第4 回 ､ 第 5 回研究発表会に つ い て も本

ワ
ー ク シ ョ ッ プ で報告 しま したが ､ 内容等に つ い て は ､

各発表会の 司会者に よ っ て 書かれた後述の ｢大学教育

開発研究セ ン タ
ー 教養外国語教育研究部会報告+ をご

覧ください ｡)

さ て ､ 最後に本研究部会の問題点と今後の展望に つ

い て 私見を述 べ た い と思い ますが ､ そ の前に これまで

発表くださ っ た方々 ､ 司会の労を取 っ てくださ っ た方 々 ､

会に出席 して 活発な質疑応答に参加してくださ っ た方 々

に心か ら御礼申 し上 げます｡ 問題点と言えるもの は ､

会員が百人を越えて い るに もかかわらず ､ 会によ っ て

は必ず しも出席者が多くない こと ですが ､ こ れに は日

時の設定が会員の都合に合わない こ とも考えられます

の で ､ 運営委員の方の 判断が大事な よう で す ｡ 次 の 問

題は こ の 運営体制の こと で ､ 現在発足から
一

年半福田 ･

中沢 の両氏と苅部が委員でや っ て い ますが ､ 最初の こ

と で もあり体制が整うまで ボ ラ ソ テ ィ ア 的に引き受け

た もの です｡ 後任を公的に選ぶ ことが 今後の こ の研究

会の
一

層 の発展の ため に必 要なようです ｡

次に ､ 今後 の 展望ですが ､ 差 し当た っ て次回 の 第 6

回も第 5 回 同様 ｢ 私 の外国語授業+ と い う テ
ー

マ で 教

員の ユ ニ
ー ク な授業の試みを発表 して い ただ く予定で

す｡ 6 ､ 7 月頃に発表会を開き 5 月に募集をする こと

を予定 して います｡ 希望者が多い 時は 2 回 になる こ と

も考えられます ｡ 将来はJ A C E T な ど の各言語の 教育

学会や他大学との 交流 ､ 部門別の専門研究 グ ル
ー プ の

組織､ 例えば教材作成 ( 教科書 ･ ヴ ィ デ オ等) なども

視野に入れた諸活動とそ れらを可能にする予算獲得の

研究も必要にな るように思われます ｡

大 学 数 育 開 発 研 究 セ ン タ
ー

教 養外 国語 教 育 研 究部 会 報 告

第 3 回研究発表会

日 時 : 19 9 6 年 5 月3 1 日 ( 金)

発表者 : G r e g o r y H a dl e y ( 非常勤講師)

演 題 : N e w W a y s t o A n s w e r O ld Q u e s ti o n s :

A n l n t r o d u cti o n t o R e p e r t o r y G ri d s

司 会者 : 福 田
一 雄 ( 人文学部)

〔発表要旨〕

- ドリ ー

氏の 発表はP e r s o n a l C o n s t r u c t R e p e r t o
-

r y G ri d s と 呼ばれる研究方法の紹介であ っ た ｡ こ の 方

法を最初に提案 した の は教育心 理学者の 故ジ ョ
ー ジ ･

ケ T)
-

で あ っ た ｡ こ の 方法は今もなお､ 心理学分野の

みな らず ､ 教育､ 経営管理 ､ 人 工知能などの分野で応

用 され て い ると の こ と で あ る｡

氏が こ の 研究を始めた動機は ､ どうすれ ば英語授業

におい て 学生と教師との 充分な コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ が

可能か ､ とい う問い で あ っ た ｡ 一

つ の 方法と し て ､ 学

生が意識的､ あるい は無意識的に抱い て い る物の 見方､

考 え 方を理解する こ とだと氏は考 えた ｡ R e p e rt o r y

G ri d s は そ の ため の 有力な調査方法で ある と主張され

る｡ 氏が授業中に実施 した調査は ､ 次 の ようなもの で

ある ｡ 先ず､ ｢ 良 い 先生 と は ､ ど ん な先生か+ と い う

問 い を設定する｡ 学生にラ ン ダ ム に様々 なイ メ
ー ジを

列挙させ ､ そ の 中か ら上位 8 個 の項目を選ぶ ｡ たとえ

ばも っ とも頻度の 高か っ た項 目は ､
-
｢ 優 しい+ ( ki n d)

で あ っ た ｡ こ の選ばれた 8 個 の 項目を要素 ( el e m e n t)

と呼ぶ ｡ こ れらは学生の表層意識内で選択されたイ メ
ー

ジ で ある｡ 次に こ の 8 個内か らラ ン ダ ム に 3 個 の 項目

を選ばせ ､ よ り共通 したイ メ
ー ジを持 つ 二 つ を取 りだ

し､ そ の 共通項的イ メ
ー

ジ を 考えさせ る ｡ ( こ の共通

項的プラ ス ･ イ メ ー ジは ､ E m e r g e n t C () n s t r u c t と呼

ばれる)
一

方 で ､ そ の共通項的イ メ
ー ジと正反対のイ

メ
ー ジを考えさせる ｡ ( こ の 正反対の マ イ ナ ス ･ イ メ ー

ジは ､ I m p li cit C o n st m ct と呼ばれる) つまり ､ 二 つ

の 2 項対立的なイ メ
ー ジ群が ､ R e p e rt o r y G rid s の 空

欄を埋 め ､ 全体的な P e r s o n al C o n st r u c t を作 り上げ

る の で ある ｡ こ れは ､ 人間の 観念構成は 2 項対立的で

あるという ケリ
ー

の 仮説に基づくもの で ある｡ 結果と
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して ､ 頻度 の 高い C o n s t r u c t か ら低 い も のま でを含め

た､ 学生集団の認知的分布図を作り上げる ことが できる｡

C o n st r u c t の 項 目別に言え ば､ マ イ ナ ス
･ イ メ ー ジ

の ｢ 先生+ で は､ ｢ 退屈+ ､ ｢ 冷た い+ ､ ｢ 利己的+ ､

｢ 陰気+ ､ ｢ 怠惰+ ､ ｢ 不 熱心+ な ど の 頻度が高く ､ プ

ラ ス の C o n s t r u c t を しの い で い る｡ プ ラ ス の C o n st m ct

で 頻度が高か っ た の は ､ ｢ 快活+ ､ ｢ 親切+ ､ ｢ 熱心+ ､

｢ 暖か い+ などで あづた ｡ マ イ ナ ス ･ イ メ ー ジ の 方が

固定的で 引き出しやすく ､ プ ラ ス
･ イ メ ー ジ の方が ､

流動的で 多様で あるという ことなの で あろうか ｡

ハ ドリ ー

氏 の研究は ､ 日本とい う異文化内で英語を

教えるとい う自らの 状況と結び つ い て い る ｡ 氏 は上述

の 調査結果を解釈す る
一 つ の 有力な視点として ､ 日本

における ｢ 先輩 ･ 後輩シ ス テ ム + に注目して い る｡ つ

まり ､ 日本人学生にと っ て ､ ｢ 先生+ と ｢ 先輩+ の イ

メ
ー ジが重な っ て い る と見る｡ こ の 視点は ､ 日本文化

における儒教の受容形態に つ い て の 氏 の関心 へ と展開

し て い る ｡ 異文化間におけるP e r s o n al C o n st r u ct の 異

同に つ い て の 氏 の研究は ､ 異文化間 コ ミ ュ
ニ ケ -

シ ョ

ソ 研究と し て の意義に加え て ､ 英語教育の基礎部門的

研究と し て も興味深い ｡ ( 本発表会には2 7 名 の 出席が

あり､ 活発な質疑応答が行われた｡)

第4 回研究発表会

日 時 : 1 99 6 年 7 月 5 日 ( 金)

発表者 : ベ ア テ ･ フ ォ ソ デ ァ オ ス テ ン ( 人文学

部 ･ 外国人教師)

演 題 : ドイ ツ 語は何の た めに教え られ て い る の か

- ドイ ツ人からみた 日本の ドイ ツ語教育一

司会者 : 佐藤信行 ( 人文学部)

〔発表要旨〕

学問､ 技術的な知識を学ぶた めに必要で あ っ た ドイ

ツ 語の 役割はすで に終わ っ た ｡ 従 っ て これまで の ドイ

ツ 語教育の 内容と方法は根本的に見直されなければな

らない ｡ 制度的な こ とは別に して ( 今の 制度下で 文部

省の 言う ｢ 外国語を実用的に使う+ ｢ 異文化理解+ の

目標は到底実現不 可能で ある) ､ 今実現可 能な改革に

つ い て提案 した い ｡ ひ と つ に ､ 外国語は必修科目か ら

外し､ そ の選択と学習を完全に自由にす べ き で あ る｡

ヨ ー

ロ ッ
パ 的な見方からすれば､ 学生は大人で あ っ て ､

自分 のする ことに責任をも つ の が当然で ある｡ 日本 の

大学生はまだ指導の 対象で しか なく ､ ｢ 子供 っ ぽ い+

印象を受ける ｡ 大学 で学ぶ ことは後の 社会で の仕事に

結び つ くもの で あるが ､ 日本 で はそ うな っ て い な い ｡

ふ た つ に は ､ 授業回数を出来る限り増や し ( ｢ 週 4 回

の コ
ー

ス+ は第
一

歩 にすぎない) ､‾クラ ス 人数を15 名､

2 0 - 30 名 に減らすこと ｡ 特 に初心者の場合少人数で な

くて は ならない ｡ さらに最も重要なことは ､ 学生が学

ぶ理由
･

目的をは っ きりさせ る こと で ある｡ そ の ため

に教官は ｢授業は学生の ため の もの+ と考え (権威主

義的に ､
一

方的に教 える の で はなく) ､ 好奇心 と様 々

な興味を も つ学生と の交流 ､ 意見交換をする必要があ

る｡ 外国語学習とは ｢新 しい世界 - 入 る+ ことで あり ､

勇気の い る こ と である の で ､ 教官は学生を励ま し､ 自

信を つ けさせ る ことが大事で ある ( 日本の 場合受験英

語の 影響で 外国語を ｢ 話す こ と+ へ の 恐れが ある) ｡

教官は学生の 関心事に興味をもち､ 学生と積極的に話

し､ 彼ら の ｢ 期待 ､ 希望 ､ 不安の 全部を聞き+ ､ 授業

の コ ン セ プ トに取 り入れなければならない ｡ 教官は学

生に対 し学ぶ理 由を説明するとい う重い 責任を負い ､

ま た学生は授業に参加 し理 由を理解 し､ 大人と して認

め られる ことで ､ より積極的に学ぶ ことが出来る｡ 私

たちは将来の 社会を担う学生に外国語に関わる基礎 ､

意欲 ､ 好奇心を与 え ､ ｢ 新 し い世界を見せ る+ 努力を

しなければならない ｡ ( 出席者は約3 0 名｡ 発表 の あと

熱心 な質疑応答が行われた ｡)

第 5 回研究発表会

日 時 : 199 6 年12 月13 日 ( 金)

テ
ー

マ : ｢ 私 の外国語の 授業+ に よる研究発表

( 3 件 の 発表が行われた ｡ 36 名 の 出席が あ

り､ 各発表に活発な質疑応答が行われた ｡)

1 発表者 : 吉田和比古 ( 法学部)

演 題 : ドイ ツ語教科教育法 - ｢ 格+ の 理解と習

得を め ぐ っ て -

司会者 : 苅部恒徳 ( 人文学部)

〔発表要旨〕

ドイ ツ 語の 初習老は ｢ 名詞の格変化+ に とま どい を

感ずるもの だが ､ ｢ 冠詞+ も含む変化表を 暗記させ る

の で はなく ､ ｢ 格+ の 概念と形態と機能を日本語や英
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語など の 他言語と額型論的に比較 して 理解させ る方法

を試みた ｡ ｢ 誰 ガ 何 ヲ ドゥ ス ル+ と い う短文を言

語の タイ プによ っ て 見ると ､ 格関係は英語で は S V O

と いう語順にた よるが ､ そ の 語順に格が潜ん で い ると

い える｡ 日本語で は後置詞的な ｢ 格助詞+ に よ っ て 明

示される｡ ドイ ツ語 で は名詞の前に置かれる冠詞に よ っ

て格が明示 される｡ また英語や ドイ ツ 語は 日本語の さ

まざまな助詞に対 し､ 前置詞をさらに つ ける場合もあ

ることを説明する｡ 理解をたすけ るた めに ､ 日本語/

ドイ ツ語/ 英語におけ る ｢格 の シ ス テ ム + の 比較対照

表をか か げ ､ 具体例 に ｢ 父 が -

､ t h e f a th e r . ‥

,

d e r V a t e r ‥ .+ をそ え て徹底を図 っ た ｡

本発表は 3 カ国語を比較 して ｢ 格概念+ とそ の表 し

方の ちが い を学生に知的に理解させ る ことに成功 した

試み の
一

つ で あろう｡

2 発表者 : p a u l S e v i g n y ( 教育学部
･

外国人教師)

演 題 : M y L a n g u a g e Cl a s s : P o r t o f o li o E v al u-

a ti o n

司会者 : 福 田
一

雄 (人文学部)

〔発表要旨〕

ポ ー

ル ･ セ ヴ ィ ニ 氏 の発表は､ ｢私 の 語学授業､ ポ
ー

ト ･ フ ォ リ オ評価+ と いう タイ ト ル で あ っ た｡ ポ
ー ト ･

フ ォ リ オ の辞書的な意味は ､ ｢ 紙ばさみ ､ 書類かばん+

で あるが ､ セ ヴ ィ ニ 氏 は､ 各学生に自分自身の ポ
ー

ト ･

フ ォ リ オを持たせ ､ そ の 中に ､
一

年 間の 授業で課 した

す べ て の宿題や プ ロ ジ ェ ク トの 成果を保存させ た ｡

氏の 授業 ( 英語I b ) の 目的は ､ 多角的､ 多面的な

ア プ ロ ー

チ に より､ 英語 の 4 技能 ( 聞く ､ 話す ､ 読む

書く) を相互連関的に伸ばそうとい うもの で ある ｡ 例

えば､ 氏 の最終的学生評価は ､ 次 の ような割合で 行わ

れる｡ 授業 へ の 積極的参加度 (20 % ) ､ グ ル
ー プ で の

読書プ ロ ジ ェ ク ト ( 15 % ) ､ ポ ー ト ･ フ ォ リ オー英語

を書くす べ て の 作業 ､ 語桑ジ ャ
ー ナ ル ､ 読書

･ リ ス ニ

ソ グ 日誌な どを含むポ
ー ト ･ フ ォ リ オ (3 0 % ) ､ 6 種

額 の レ ポ
ー ト (15 % ) ､ 年 2 回 の 試験 (2 0 % ) で ある｡

こ の 割合を見ても ､ ポ
ー

ト
･ フ ォ リ オ評価の 比重の

大きさが分かる ｡ ポ
ー ト ･ フ ォ リ オは教室外で の す べ

て の 英語学習を記録するもの で あるから､ 4 技能す べ

て の 分野で の 活動が含まれる｡ 不 明な単語の リ ス トを

作り ､ それが使われて い る文や文脈を記録 したり ､ 英

語の歌を記録 したり､ 夏休み中に読んだ英語の本に つ

い て 書い たり､ い ろ い ろな課題テ
ー

マ に つ い て エ ッ セ ー

を書 い た りす る｡ そ の 内容は教室で の グ ル ー プ 活動

( 3 人 で 1 グ ル ー プ) の 中で 発表された り､ 書き加え

られたりする｡

ポ ー ト ･ フ ォ リ オを考え出した氏の 動機は ､ まず学

生が何を考えて い る のか を知 りた い とい う こ と ､ そ し

て年 2 回 の教科書に沿 っ た テ ス ト に加え て ､ 英語学習

と学習評価の ス タ イ ル をも っ と多角的なもの にする こ

と ､ そ して学年末に は ､ 自分 で作 っ た ポ ー ト ･ フ ォ リ

オを振 り返りながら､ 学生自ら自分の 英語が ど の よう

に進歩 したか を自覚できる ようにする こと で あ っ たと

される ｡

氏の 英語 I b は教育と経済の
一

年生の ク ラ ス で あり

例えばポ ー ト ･ フ ォ リ オ用 の 作文として ､ 教育学部生

には ､ ｢ 教師をメ タ フ ァ ー

で 表現せ よ+ と い う課題が

与え られ た｡ あ る学生は ､ 教師は ｢ 空+ だ と表現 し､

ある者は ｢ 潤 い の 雨+ だ と言い ､ ま た ｢ ア ル プ ス の 道

標+ だと表現する学生もい た ｡ 経済 の 学生に は ､ ｢ 将

来の 理想的な職業+ と い う課題が与えられた ｡ 氏は ､

学生 の学習 ス タ イ ル に大きく分けて 2 種額ある こ とに

気づ い た ｡ つ ま り､ 教科書に即 した年 2 回 の テ ス ト に

向け て勉強す る方を好む タイ プ ､ 他方､ ポ
ー

ト ･ フ ォ

リ オ で 自分の 意見を書い た り､ 好 きな本の感想を書い

た りする学習法をより好む タイ プ で ある ( もち ろん両

者を好むもタイ プもい る) ｡ ポ
ー ト ･ フ ォ リ オを支持

する学生の声は様 々 で あ るが ､ ｢ 日常 の 学習の成果だ

か ら+ ､ ｢ 自分自身の意見を書け るから+ ､ ｢ な に より

も､ ポ
ー ト ･ フ ォ リ オは楽 しい+ とい っ た声は傾聴に

値する｡

3 発表者 : C h a rl e s A h r e n s ( 非常勤講師)

演 題 : M y E n gli s h Cl a s s - U si n g V i d e o i n

t h e C l a s s r o o m

司会者 : 福 田
一

雄 ( 人文学部)

〔発表要旨〕

チ ャ
ー

ル ズ ･ ア
-

レ ン ズ 氏は ､ 教室 で の ビ デ オ の使

用に つ い て ､ 実際に氏が使 っ て い る ビ デオ教材を見せ

なが ら発表した ｡
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氏が使用する ビデオ の 内容面の 特徴は､ まず何より

も､ 日本あるい は日本人が テ
ー

マ に な っ て い る点 で あ

る ｡ そ の ため 日本人学生に と っ て も っ とも身近に感 じ

られる内容にな っ て い る ｡ たとえば､ ｢ 日本一東京 と

田舎+ と題す るビ デオ で は ､ 主人公は青森出身で 東京

の 大学に通 っ て い る｡ 東京 の 活気と騒 々 しさ､ 青森 の

お盆にみ る日本の 伝統 ､ ま た地元で の 就職の難 しさな

どが措かれる ｡ 他 の ビ デオ では ､ 米大リ
ー グで活躍す

る野茂投手が日本 - 帰省 した時の様子が描かれる ｡ 英

語学習用に日本人や 日本文化に関する ビ デオを使う こ

と の 最大の メ リ ッ トは ､ 日本人学習者がすで に持 っ て

い る前提的知識によ っ て英語の 理解が より容易になる

とい う点で ある｡ そ の ことば ､ C N N や B B C の ニ ュ ー

ス で 外国 の特殊な事件を見た場合の 理解度と比 べ て み

ればよくわか る｡ ア - レ ン ズ 氏は ､ ビ デ オ の ス ク リプ

トをす べ て自分で書き出し､ リ ス ニ ソ グ訓練用に多く

の空欄を作る｡ ビ デ オ中の 説明を要する単語をリ ス ト ･

ア ッ プ し､ 英語 で パ ラ フ レ
ー

ス し て学生に与え る｡ さ

ら に ､ ビ デ オ の 内容に関する ､ 理解 チ ェ ッ ク の 英文を

用意する ｡ 短 い 英文に
一

つ ず つ空欄を作り ､ そ こ に入

れ る べ き単語をまとめ て 示す｡ 学生は ビデオを何度か

見なが ら､ 内容に合致する単語を選び ､ 英文を完成す

る の で ある｡ こ の 内容チ ェ ッ ク の文 の 空欄は ､ 名詞､

動詞､ 形容詞 ､ 副詞な ど, 品詞別に い く つ か の グ ル ー

プ に分けられて い る｡ 氏の 今回 の 発表に は含まれて い

なか っ た が ､ こ の 品詞別の リ ス ニ ソ グ訓練は ､ たとえ

ば接続詞 ､ 前置詞､ 代名詞など普通非常に弱く発音さ

れる品詞の リ ス ニ ソ グにも応用可能で あり､ ま た リダ

ク シ ョ ン 化 した音を聞き取 る訓練にも発展させ る こと

が で きるだろう｡

ビ デ オによる英語授業は ､ ただ単に ビデ オを漫然と

流 して い るだ けで は ､ 効果はきわめて低い ｡ 全体的内

容把握や細部の 聞き取りをチ ェ ッ ク し､ 学生 の理解を

促進す るような ( できれば手づくりの) ワ ー ク ･ シ
ー

ト を用意する必要がある｡ ア
- レ ン ズ氏の 今回 の 発表

は ､ そ の こ と の重要性を示唆して い る｡
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